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令和２年７月

教育センターだより
令和２年度 第１号 黒部市教育センター

「伝えること」そして「聞き、受け止めること」を大切に
黒部市教育センター 所長 金三津 ひろみ

通常登校が始まった６月、市内小中学校を訪問させていただきました。揃ってマスクを付けて
いることの他は以前と変わりなく、元気で溌剌としている子供たちの姿を見て安心しました。校
内には、ソーシャルディスタンスを意識できる床の目印、手洗い場の間仕切り、子供たちの大好
きなキャラクターが三密防止を呼びかけるポスター、“手洗いマスター”を目指す楽しいクイズ、
手洗い後に名前のマグネットを移動する仕掛け･･･。環境だけでなく、学習や学校生活の様々な
場面でも、感染を防ぎつつ最大限に活動を保障しようと工夫されている様子を見ることができ
ました。子供たちの明るい姿の陰には、知恵を出し合い、協力し合って、子供たちの安全な学校
生活を守ろうとする先生方の並々ならぬ努力があることが窺え、頭の下がる思いです。緊張感
に満ちた「with コロナ」の日々、コロナ対策に追われる中で、先生方も子供たちも、互いが抱え
ている不安や悩みに目が向きにくくなることも心配です。

以前に勤務していた学校でのこと。９月中頃から、それまで元気に登校しているように見えて
いた１年のAさんが登校を渋り始めました。お母さんの話から、「前日に時間割を合わせて持ち
物を準備しても、忘れ物があるのではないかと心配になる」「他の子が簡単にできることで自分
にはうまくできないことがたくさんあると感じる」等、Aさんがいろいろな不安をもって学校生活を
送っていたことが分かりました。真面目で何にでも一生懸命に取り組み、何の心配もない子供
のように見えていたAさんが、少しずつ無理を重ねていたことを初めて知りました。
学校では、担任を中心として、泣きながら児童玄関まで来ても、なかなか校舎内へと足を踏

み入れることのできないAさんの気持ちやそんな我が子と日々向き合っているお父さん、お母さ
んの思いをできるだけ理解するよう努めました。担任のB先生は、焦ることなく、温かくAさんと関
わり、お母さんとも連絡を取り続けました。時間をかけて少しずつ状況は改善し、自家用車を降
りてから校舎内に入るまでの時間もだんだん短くなっていきました。そんなある日、送って来られ
たお母さんが次のような話をされました。
「昨日、Aに『毎日がんばって登校しているから、今度は、泣かずに行けるようになるといいな』
と言うと、『泣きながら行っていることを褒めてほしい』と言われた。自分は今まで、Aの気持ち
を大切にしているつもりでいたけれど、自分の立場で考えていたことに気が付いた」とのこと
でした。

「泣く」というAさんの行為には、泣くことによって不安を乗り越えるという強くて前向きな意味
もあったのかもしれません。お母さんの話を通して、Aさんのことを前よりも少しだけ深く理解で
きたような気がして嬉しくなりました。
私たちは、「みんな違ってみんないい」と言いながら、「普通は～だから」

「きっと～に違いない」等と、つい、自分の物差しで決めつけていることが
多くあります。「一人一人、感じ方や考えは違うこと」を肝に銘じ、忙しくて
も面倒がらずに、思いや考えを言葉にして伝えること、そして、相手の話を
よく聞き、受け止めることを大切にしたいものだと思います。
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令和２年度 黒部市教育センターの運営について

４月28日（火） 、第１回運営委員会を開催し、
本年度の事業計画についてご審議いただきまし
た。下記に示した運営の基本方針並びに重点項
目に基づき、いただいたご意見を踏まえ、事業を
進めていきたいと考えております 。ご理解とご協
力をよろしくお願いいたします。
教育センター主催の研修事業については 、右

のページをご覧ください。

◆ 令和２年度黒部市教育センター運営委員（敬称略）
運営委員長 茶谷 渉（小学校長会会長）
副運営委員長 中村 靖（中学校長会会長・中学校教育研究会会長）

高野 晋（学校教育課長）
齊藤 誠（学校教育班長）
島田 恭宏（こども支援課長）
清水 俊充（小学校教育研究会会長）
戸島 宏之（帰国児童生徒教育研究会会長）
愛場 幸男（生徒指導連絡協議会会長）
平田 恩（小中学校教頭会会長）

１ 運営の基本方針 ～黒部市教育の一層の充実～
学校や関係機関との連携を密にし 、時代の変化に対応するとともに 、地域 ・

学校の要望に応えるセンター運営を目指す。

２ 重点目標項目
① 児童生徒の学力・体力向上、教員の資質向上を目指す研修会の実施
② 黒部国際化教育の充実を図る研修会の実施
③ 生徒指導・教育相談の充実（いじめ、不登校への対応）
④ 学校教育を支援する調査・研究の推進
⑤ 迅速な教育サービスの提供

＜運営委員会での主な意見＞
・学校再開に向けて、大切にしなければならないことを各学校に向けて発信し
てほしい。
・休業期間中の各校のよい取組（HP等）をまとめ、市内小中学校に紹介する
ことも効果的である。
・ １学期の通常学校訪問や県の研修が中止となる中、初任者を含めて教職員
のモチベーションを高めていくことが求められる。
・市教委・市教セの学校訪問については、これまで同様に若手教員の指導力
向上につながるよう指導助言いただきたい。
・情報教育研究委員会では、施設設備、セキュリティ ・モラル等、ソフト ・ハード
両面で、各委員の資質能力を高めるよう努めてほしい。



番号 部門 研　修　会　名 継
新

開催期日
研
修
日

主　　　な　　　内　　　容 受講対象者 受講予
定者数

1
市教委・市教セによる学校訪問
通常学校訪問研修・支援型訪問
研修

継 5月～
1１月

半
日

○授業観察・指導助言、若手教員との面談等

2
学級経営研修会
（新規採用教員）

継

5月7日
(木)
→6月4日
  7月9日

半
日

○講話
【講師】 黒部市教育委員会　学校教育班長　齊藤　誠　先生
○「教師の仕事とは」

新規採用教員 10

3
プログラミング教育研修会
(教科実技研＋情報教育実技研)

新 7月30日
(木)

半
日

○算数・理科における効果的な指導の在り方について
【講師】青山学院　高等部・中等部　安藤　昇　先生

希望教員 30

4 学力向上研修会 継
8月4日
(火)

半
日

○特別活動の師範授業（明峰中学校1学年2学級）
　授業づくりと学級経営に関する講演
【講師】 高知県いの町教育特使　菊池　省三　先生

希望教員 50

5 ICT活用研修会 新 通年 ○GIGAスクール構想の計画に則った児童生徒のPC活用に対する研修
各学校へアウトリー
チ

6 体力・運動能力向上研修会 継 7月27日
(月）

半
日

○体育の授業力向上に向けた実技研修
【講師】県総合体育センター　指導課　山地　延佳　先生

希望教員 30

新 体力・運動能力向上指導者研修会新 8月7日
(金)

半
日

○新型コロナウイルス感染防止の対策を踏まえた体育科授業について
【講師】東部教育事務所　主任指導主事　竹内　康彦　先生

体育主任 11

7
体力・運動能力向上研修会
（小学校の部）

新 未定
9小学校

半
日

○小学校　サッカー、水泳、バレーボール等のスキルアップ
小学校児童
担当及び希望教員

未

8
体力・運動能力向上研修会
（中学校の部）

新
未定
2中学校
2部活動

半
日

○運動部活動スキルアップ研修会
（アーチェリー、サッカー、バレーボール他）

対象部活動生徒
担当及び希望教員

未

9 道徳 ★道徳に関する講演会 継 8月26日
(水)

半
日

○道徳に関する研修「道徳科授業のさらなる深い学びの実現を目指して
　　　　　　　～役割演技を取り入れた授業づくりの実際と評価～」
【講師】 上越教育大学大学院学長補佐　学長　早川　裕隆　先生

魚津地区教員 150

10
特別支援
教育

特別支援教育研修会 継
8月18日
(火)

半
日

○特別支援に関する事例研修と演習
【講師】 東部教育事務所　特別支援教育指導員　上田　綾子　先生

特別支援教育コー
ディネーター

11

11 ★生徒指導に関する講演会 継 8月5日
(水)

半
日

○生徒指導に関する研修
【講師】 生徒指導コンサルタント　吉田　順　先生

魚津地区教員 150

5月13日
(水)

半
日

○生徒指導主事としての実務と演習、情報交換 13

6月19日
(金)

半
日

○いじめ・不登校への対応について、夏季休業中の生徒指導、情報交換
【講師】 東部教育事務所　生活指導主事　川端　浩嗣　先生

13

11月13日
(金)

半
日

○冬季休業中の生徒指導、情報交換 13

2月4日
(木)

半
日

○いじめ・不登校への対応について、学年末の生徒指導、情報交換
（兼　いじめ問題等に関する研修会）
【講師】 黒部市スクールソーシャルワーカー　大坪　剛　先生

13

4月16日
(木)

半
日

○黒部市いじめ防止基本方針の確認
　いじめ見逃し０・不登校等への取組について
【講師】 黒部市教育委員会　学校教育班長　齊藤　誠　先生

11

2月4日
(木)

半
日

○いじめ・不登校への対応について、学年末の生徒指導、情報交換
（兼　生徒指導主事等研修会）
【講師】 黒部市スクールソーシャルワーカー　大坪　剛　先生

11

14 ★外国語教育に関する研修会 継 8月７日
(金)

半
日

○外国語教育に関する研修、指導者の英語活用力を高める研修
　「Brush up Englih」
【講師】 富山大学大学院　研究科長　岡﨑　浩幸　先生
　　　　 黒部市のイングリッシュリーダー、ALT、英会話講師等

魚津地区教員、英会
話講師等

150

15 帰国児童生徒教育研修会 継
5月27日
(水)

半
日

○代表者会、全体研修会
【講師】 東部教育事務所　指導主事

校長
帰国児童生徒教育担
当教員等

25

16 国際理解教育研修会 継
10月20日
(火)

半
日

○国際理解教育について
【講師】 未定

校長
帰国児童生徒教育担
当教員等

25

7月7日
(火)

半
日

○令和２年度の国際化教育についての協議・共通理解等

2月 半
日

○令和２年度の国際化教育についての協議・まとめ、次年度へ向けて

7月17日
(金)

半
日

○外国語教育の充実を目指して

2月
半
日

○令和２年度の外国語教育についての協議・まとめ、次年度へ向けて

6月
半
日

○小学校外国語教育・中学校英会話科の内容確認
　夏季休業中の研修に向けて

7月
半
日

○小学校外国語教育・中学校英会話科の内容確認
　夏季休業中の研修に向けて

1月
半
日

○年間指導計画等の見直し

20 社会科研究委員会 継 5月～
11月

半
日
3回

○「わたしたちの黒部市」の修正・改訂、教材作成
○防災教育について

社会科研究委員 9

21 理科研究委員会 継 7月～
11月

半
日
2回

○理科実験準備カード集の修正・改訂
○ICT活用による授業実践のモデルづくり

理科研究委員 8

22 情報教育研究委員会 継 7月～
11月

半
日
2回

○プログラミング教育の充実に向けた研修の計画
○ICT活用による授業実践のモデルづくり

情報教育研究委員 11

23 その他 ★魚津地区理科自由研究・発明
くふう参考展

継
6月27日
～7月5日

9日
間

○令和元年度県出品作品の展示

令和２年度　黒部市教育センター研修事業実施計画 　　　　　　       令和２年7月現在

※年度当初計画していた研修会等のうち、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止を決定した研修会は、網掛けで示しています。

東京
2020

教育プロ
グラム
研修

生徒指導

12 生徒指導主事等研修会

11

いじめ問題等研修会 継 教頭

黒部国際
化教育

学力・
体力・
資質向上

カリキュラム部会研修会

小・中学校長会長
小・中教研会長
企画・運営・評価部
会部長
カリキュラム部会部
長
市教委・市教セ

継 教頭

カリキュラム部員等

生徒指導主事等継

13

19

黒部市国際化教育組織部会 継

－３－

研究
委員会

13

★印…魚津地区教育センター協議会協業事業

12

18 企画･運営･評価部会

17

継
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「活力をもって」 生地小学校 校長 森内 裕之

３年ぶりに、明るく元気な子供たちの声を聞くことができる学校現場に戻ってきました。コロ

ナウイルスによる閉塞感を感じることもありますが、学校現場への復帰がとてもうれしく、日々

の活力につながっています。

生地小学校には十数年前に６年間勤務していました。お世話になり、自分を育ててくれた

生地小学校に、少しでも恩返しができればと考えています。

「たかせ小学校に着任して」 たかせ小学校 主事 松岡 航平

魚津市の高校から異動し、初めての小学校勤務となりました。高校と小学校では業務内容

はちろんのこと、学校の雰囲気も異なり、新鮮な気持ちで出勤しています。まだまだ知らないこ

とも多く、戸惑うこともありますが、周りの方に助けていただきながら、日々過ごしています。先

生方が授業に専念できるように、正確な事務処理に努めたいと思います。

「黒部の魅力発見」 中央小学校 教諭 吉澤 友希子

この度、滑川市立東部小学校から転入して参りました。中央小学校の3階ランチルームか

ら見える景色がお気に入りです。

この仕事をしていると、地域の歴史や文化に触れる機会が多いため、これから子供たちと

共に、黒部の魅力をたくさん見付けていきたいと思っています。この先のたくさんの出会いを

大切にし、毎日元気に楽しく過ごすことが目標です。

「初心にかえる」 桜井小 教諭 草野 桂子

桜井小学校では、少人数指導を担当しています。子供たちが元気に登校し学ぶ姿を見る

と、うれしい気持ちになります。毎日、「今日はどんなことがあるのかな」とわくわくしています。

また、授業の仕方、子供たちとのかかわり方も、新採教員の頃にかえったような気持ちで考え

るようになりました。これからも、初心を忘れることなく、素直に感動する心、真摯に考える姿勢

をもち続けていきたいと思います。

今年度、新しく市内小・中学校に着任された皆さんを
ご紹介します！
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「新たな気持ちで」 清明中学校 教諭 黒川 忍

久しぶりに学校現場に戻り、初めての黒部市勤務、そして統合の大事な時期ということもあ

り、戸惑いや不安なことが多いですが、温かい先生方や素直な子供たちに囲まれ、新鮮な気

持ちで、楽しく充実した日々を送っています。

あっという間に過ぎる毎日ですが、新たな気持ちで生徒と共に学び、成長していきたいと思

います。よろしくお願いいたします。

「生徒たちの元気な笑顔のために」 清明中学校 教諭 吉良 千恵

４月から、統合により誕生した清明中学校のスタッフとして勤務しています。新たな歴史を

創っていく清明中学校の生徒たちと共に過ごせることがとても嬉しいです。清明中学校の１

年生はとても元気で、様々な活動に生き生きと取り組む姿に、毎日パワーをもらっています。こ

れからも生徒たちの元気な笑顔が見られるように、授業や学級づくりに努めていきたいと思

います。

「生徒たちと共に新しい伝統を」 明峰中学校 教諭 木下 智玄

明峰中学校となった初年度に、地元の黒部市に赴任したことを大変嬉しく思います。本校

の生徒たちは明るく前向きに頑張っていて、いつも感心させられます。大きな声での挨拶、授

業で「分かった！」という目の輝き、部活動で最後までやり抜こうとする態度等、その一つ一つ

が明峰中学校のよき伝統となるよう、生徒たちに寄り添い、共に輝けるよう努めていきたいと

思います。

夏季休業中に開催予定の研修会・研究委員会のお知らせ
会場：黒部市教育センター

☆ 社 会 科 研 究 委 員 会 ８月 ４日（火） ９：３０

☆ 理 科 研 究 委 員 会 ８月 ６日（木）１４：００

☆ 体力・運動能力向上指導者研修会 ８月 ７日（金） ９：３０

☆ 特 別 支 援 教 育 研 修 会 ８月18日（火） ９：３０

☆ 情 報 教 育 研 究 委 員 会 ８月20日（木） ９：３０

※ 黒部国際化教育カリキュラム部会の夏季休業中の開催予定はありません。
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１学期に実施した研修の様子をお知らせします

コロナウイルス感染症拡大防止のため、当初計画していたいくつかの研修会を中止しました。学
校再開後、体温測定・マスクの着用・手指の消毒にご協力いただき、三密を避けるなどの対策を
行って研修会を開催しています。今後も、参加される先生方が安全に研修できるよう留意していき
ます。

【いじめ問題等研修会 ４月１６日（木）】

市内小中学校の教頭先生にご参加いただきました。黒部市
教育委員会 齊藤 誠 学校教育班長の指導講話をいただ
いた後、増加の傾向にある不登校児童生徒への対応や「いじ
め見逃し０」を目指す取組について協議しました。
子供たちが安心して学校生活を送ることができるように、学

校、家庭、教育センターで連携をとっていきたいと思います。

【学級経営研修会

第１回：６月４日（木）・第２回：７月９日（木）】

今年度新規採用された市内小中学校の10名の先生方にご参
加いただきました。５月初旬に開催する当初の予定を変更し、６月と
７月に２回開催しました。
第１回は、約１か月半の臨時休校と学校再開からの日々を振り

返り、互いの悩みや課題について情報交換することを通して、思い
を共感し合い、同期採用の仲間意識を高めました。第２回は、黒部
市教育委員会の齊藤誠学校教育班長から指導講話をいただきま
した。「教師の仕事とは」をテーマに、ご自身の体験をもとに具体的
に、熱く語りかけられる講話に、真剣に聞き入る先生方の姿が印象
的でした。

【生徒指導主事等研修会 ６月１９日（金）】

この研修会は、生徒指導主事やカウンセリング指導員
等の連携を深め、指導力の向上を図ることを目的として
年間４回開催しています。学校休校中に予定していた第１
回は中止とし、第２回研修会より開催しました。
東部教育事務所 生活指導主事 川端 浩嗣先生

を講師としてお招きし、「不登校への対応と未然防止」に
ついて、黒部市の現状を基に指導講話をいただきました。
対応として、①本人のニーズに応じた支援、②居場所

づくりの工夫、③チーム支援が効果的であること。未然防
止に向けては、①出席状況の注視、②小中連携、③温かい学級経営が大切であること。学級の児
童生徒を「社交性」と「耐性」を基に４群（いきいき群、きまま群、まじめ群、ひかえめ群）に分類し、
学級経営の基軸を考える手立て等について具体的に学ぶことができました。参加者からは、「早
速、自校でも研修したことに取り組んでみたい」等の感想が寄せられました。
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【教育センターからのお知らせ】

〈教育用ＤＶＤ及び書籍の貸し出し〉

教育センターでは、昨今の教育的な課題に関す
るDVDや図書などを所蔵しています。
今年度は、定期的に「おすすめDVD・書籍案内」

を発行し、新しく購入したものやおすすめのものなど
を紹介しています。所蔵リストはＨＰにも掲載してい
おりますので、ぜひご活用ください。電話やメールを
いただければ、市庁舎の棚を利用しての貸し出し・
返却も可能です。課業中よりもほんの少しだけ余裕
のある休業中、本を読んだりDVDを観たりすること
で、授業や指導のステップアップを目指しませんか。

〈国際理解教育に関する掲示物の貸し出し>
教育センターでは、子供たちが外国に関する情報

に触れることで、諸外国の文化や生活習慣について
知り、外国への興味を高めることを目指して、国際理
解教育に関する掲示物を作成し、巡回掲示していま
す。現在５つの小学校で掲示中です。
掲示物の大きさは９０ｃｍ×１２０ｃｍ程度で、掲示板

のスペースをご用意いただければ、教育センターの担
当者が掲示物の設置・回収に伺います。「世界の学
校生活 アメリカ」「中国語と日本語 おもしろクイズ」など、24のテーマを用意しています。ご希
望がありましたら、教育センターまでご連絡ください。

〈教科書展示会>

６月12日(金)～７月１日(水)、教育センターにて教科書
展示会を行いました。来年度から使用される中学校の教科
書や現在使用している教科書が展示されました。期間中、
教員や保護者、保護者と一緒に来館した子供たちが熱心に
展示された教科書を読む姿も見られました。
なお、教育センターでは、平成17年度以降の教科書（黒

部市で採択していない教科書も含む）を保管しており、常時
貸し出しもできます。必要な折には、ご連絡ください。

〈理科自由研究・発明くふう参考展>

６月27日(土)～７月５日(日)、吉田科学館において、魚津
地区理科自由研究・発明くふう参考展を開催しました。昨年
度、魚津市、黒部市、入善町、朝日町の小中学校から県の
理科自由研究展や発明くふう展に出品された作品を一堂
に展示し、期間中、多くの子供たちや保護者の皆さんが参
観されました。開催案内の配布や作品の集配等にご協力い
ただき、ありがとうございました。
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★ 令和２年度 研究委員・カリキュラム部員

社会科研究委員 理科研究委員 情報教育研究委員 カ リ キ ュ ラ ム部 員

生地小学校 板井 優哉 長井 宗路 笠井 浩信 山田 香里 、 中島 千尋

たかせ小学校 高森奈津樹 清河 成美 坪野 裕貴 竹内 史夏

石田小学校 中陣 和代 坂井 雄丞 宮寺 克徳 北村 百合
村椿小学校 朝倉 貴泰 山崎 優菜 山本 千夏

中央小学校 寺林 亜耶 坪野 結希 小川 陽平 石橋 卓也
桜井小学校 舘野 遥香 小森 和也 髙松 知樹 中坪 尚世

荻生小学校 水島 智征 光林 翠 朝倉 真樹子 、 鈴木 聡子

若 栗小学校 永井 肇 清水 立 富山有紀子

宇奈月小学校 中嶋 明子 笹原 葉月 髙澤 光 島瀨 容子

清明中学校 田口 蓮 入井 大介 山口紗里依

明峰中学校 宮本 典子 八田 剛志 遠渡 こ ず え

★ 教育センターの職員紹介

所長 金三津ひろみ ・企画、運営 ・市教委、学校との連絡調整 ・調査、各種報告書
研究主事･ 河田 美保 ・研修会の企画、運営・県教職員研修の受講申請、計画書、報告書

指導主事 ・学校訪問研修 ・外国語教育の充実や研修 ・教育相談
指導員 竹内 美登里 ・理科、社会科研究 ・科学展、発明くふう展 ・視聴覚教材

研究主事 延山 麻理子 ・帰国児童生徒教育 ・センターの庶務、予算・経理 ・教育相談

校務助手 髙瀬 緑 ・センターの業務 ・教材の印刷、整備、保管 ・文書の受発整理
ＳＳＷ 大坪 剛 ・教育相談（家庭訪問等) ・関係機関とのネットワーク構築

板東由美子 (大坪SSW：清明・明峰中校区、板東SSW：教育センター)

★ ほっとスペース「あゆみ」 （場所：黒部市新牧野２２０ 勤労青少年ホーム内）

☆運営の基本方針 ・不登校の児童生徒の実態に即し、成長発達に役立つ活動を実施する。

・相談活動により保護者の心の安定を図るとともに、保護者と連携して児童

生徒の支援を行う。

・学校との連携を密にし、児童生徒と保護者を支える。

☆開設時間 ・児童生徒の受け入れ…火曜～金曜 ９：００～１５：００

※ 夏季休業中は週２回程度開設

・相談（電話・面談）… 火・水・金曜 ９：００～１６：００

木曜 ９：００～１７：００

☆指導者 ・教育相談員 住田 繁喜

・指導員 大坪 美幸 ・ 松島 知重美

☆活動内容 ・適応指導（運動、料理、読書、簡単な勉強など）

・教育相談


